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資本金を318億円に増資
　新株式の発行（公募で248万株、第三者割当で上
限52万株）および自己株式の処分による売り出し

（100万株）による資金調達の結果、資本金は150
億1,610万円から318億6,530万円になりました。
　調達した資金は223億円で、今後、設計力および
ソフトウエア開発力の強化を目的とした本社新事務
棟の建設・設備投資、滋賀事業所などの建物や製造
設備の維持・更新、業務効率化のための設備投資、
Daifuku North America Holding Companyグ
ループの工場建設・設備投資などに充当していきます。

健康経営の取り組みが評価
　経済産業省と東京証券取引所は、従業員の健康管
理を経営的な視点で考え、戦略的に取り組んでいる
企業として「健康経営銘柄2018」を発表し、当社が
選定されました。2006年に「こころと体の健康づく
り委員会」を設置し、健康施策やイベントを実施して
きたことなどが高く評価されました。
　また、保険者と連携して優良な健康経営を実践し
ている法人を顕彰する「健康経営優良法人2018（ホ
ワイト500）」にも2017年に続き認定されました。

グループ会社が展示会に出展

　2月7日、ダイフク、旭化成株式会社、旭化成住工
株式会社、積水樹脂株式会社の4社で組織する「生
物多様性 湖東地域ネットワーク」が、平成 29 年度

「しが生物多様性大賞」の協働部門大賞を受賞しまし
た。同賞は、滋賀県内の企業や団体による生物多様
性の保全・活用の取り組みの中で、特に優れた活動を
表彰するものです。
　今回、湖東地域に生息するトンボのモニタリング調
査や保全活動の取り組みが評価されました。

しが生物多様性大賞を受賞

　3月14日から16日まで開催された「FPD China 
2018」「SEMICON China 2018」に、当社グルー
プの韓国法人であるClean Factomation（CFI）が
出展しました。ブースでは、非接触充電システムを搭
載した無人搬送車の実機デモンストレーションを行う
とともに、CFIが独自に開発した半導体工場向け搬
送・保管システムなどの動画を放映しました。
　また、3月13日から15日までドイツで開催された

「LogiMAT 2018」に、当社ドイツ支店が出展。バー
チャルリアリティー（仮想現実）を活用した最先端の
物流センターを体験いただきました。

2019年12月完成予定の本社新事務棟。

2月20日に東京都内で行われた表彰式。企業部門、協働部門合わせて5件の事例が選定された。

CFIブースでは無人搬送車の自動充電などが注目を集めた。
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